




6 酒類業界（飲酒に関する連絡協議会）において、清涼飲料、果
実飲料等の酒類 以外の飲料との誤認を防止 するため、容器又は包
装の表示の色彩、絵柄等に配慮することや、アルコ ール度10度未
満の酒類の容器に、「酒マ ーク」を表示することについての自主基
準を制定（平成2 3年6月～）

〔参考〕酒マ ー クのイメ ー ジ図（一例）
3 5 oml 未満 (20 ポイント活字）

(1)円 形

(2) 楕円形

7 酒類業界（飲酒に関する連絡協議会）において、ノンアルコ ール飲料（アルコ ール度数0.00％で、
味わいが酒類に類似しており、満 20歳以上の成人の飲用を想定・推奨しているもの）の容器につい
て、20歳以上を対象と している旨を表示し、既存のアルコ ール飲料と同 一のブランド名及び誤認を
招くような類似する意匠を使用しないこと と し、自主基準を改正 （平成24年11月～）

《啓発活動》
1 警察庁 と協力して、20歳未満の者の飲酒が禁止されている旨のス テッカ ーを全国の酒販店の店頭

に貼付するなどを指導（平成4 年3月～）
2 社団法人アルコ ール健康医学協会、厚生労働省、内閣府、警察庁、文部科学省及び総務省 と共同

で 20歳未満の 者の飲酒禁止啓発ポスタ ーを作成し、酒販店の店頭のほか、公共施設等に掲示（平成
8年9月 ～）

3 平成14年以降毎年4月が 「 20歳未満飲酒防止強調月 間」とされたことを受け、関係省庁及び各業
界団体と協力して、酒販店の店頭のほか、中学校、高校、保健所、警察署及び税務署等に広報ポス
タ ーを掲示するなどの広報活動を推進（平成14年4月～）

4 平成16年以降「20歳未満の者がお酒を飲んではいけない5つの理由」 「お酒について知っておき
たいこと」 を作成し、教育機関等に配付 （平成16年2月～）

5 ビ ール酒造組合において、 20歳未満飲酒防止教育学校コンク ール （平成28 年までは 未成年者飲
酒防止ポスタ ー、スロ ー ガン、学校賞募集キャンペーン）を実施 （平成14年～）

6 全国小売酒販組合中央会において、 「 20 歳未満飲酒防止・飲酒運転撲滅全国統ーキャンペーン」
を毎年4月に開催（平成21 年4月～）

7 全国小売酒販青年協議会において、小売酒販店向け 「 年齢確認ハンドブック」を作成（車成16年～）

《広告宣伝》
酒類業界（飲酒に関する連絡協議会）において、酒類の広告宣伝に関して次のような自主基準を制

定 （昭和63年12月制定：最終改正：令和8年7月）。
1 新聞、雑誌、ポスタ ー、 テレビ、ラジオ、インタ ーネット、消費者向けチラシ （パンフレット類

を含む。）を媒体と する広告宣伝に関し、 「お酒は二十歳になってから」 などの注意表示を行う。
2 20歳未満の者の飲酒を推焚、連想、誘引する表現は行わない。
3 20歳未満の者を対象としたテレビ番組、ラジオ番組、新聞、雑誌、インタ ーネット、チラシには

広告を行わない。
4 テレビ広告において、25歳未満の者を広告のモデルに使用しない。 また、25歳以上であっても、

25歳未満に見えるような表現は行わない。
5 酒類を清涼飲料と誤認させる表現は行わない。
6 20歳未満の者を対象としたキャンペーンは行わない。
7 公共交通機関には、車体広告、車内独占広告等の広告は行わない。
8 小学校、中学校、高等学校の周辺100m以内に、屋外の張替式大型商品広告板は設置しない。
9 過度な飲酒、 「イッキ飲み」等飲酒の無理強いにつながる表現、テレビ広告での喉元を通る 「 ゴク

ゴク」 等の効果音やお酒を飲むシ ーンについて喉元アップの描写は しない。
10 5時00分～ 18時00分 までの時間帯には テレビ広告を行わない。

〔 20歳未満の者の飲酒防止啓発ポスタ ー や酒類自動販売機の設置状況などについては、国税庁ホ ー ムペ ー ジ〕
(https://www.nta.go.jp/taxes/sake/miseinen/mokuji. htm)に掲載しています。
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